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【肝病態生理研究のあゆみ】
Concanavalin A誘発マウス肝障害モデルにおける内因性Prostaglandin系
の関与

岡本 聡, 玉木陽穂, 横浜吏郎, 岡田充巧, 麻生和信, 中村
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はじめに

EndogenousProstaglandinsPlaysaRole

inConcanavalinA-inducedLiverInjuryinMice

SatoshiOkamoto1),Ybsui'Eamaki1)，ShirouYbkohama1)，
MitsuyoshiOkadal)，KazunobuAso')，KimihideNakamural)，
MasakazuHaneda1）andMasashiYbneda2）

')SecondDepartmentoflnternalMedicine,AsahikawaMedicalCollege
2)DepartmentofGastroenterology;DokkyoUniversitySchoolofMedicinｅ

ＰＧ系のＣｏｎＡ肝障害モデルに対する関与とＣｏｎＡ

投与後のサイトカイン，ケモカイン産生能に対する

影響を検討した。さまざまな炎症性疾患において，内因性prosta‐

glandin(PG）が病態や病変部の修飾に重要な役割を

果たしていることが知られているが，肝疾患におけ

る関与については十分解明されていない。concana‐

valinA（ＣｏｎＡ）誘発マウス肝炎モデルは，ＣｏｎＡ

により肝内にＴリンパ球が浸潤し，その後肝小葉内

に広範な肝細胞壊死が生じる'~3)。われわれはこれ

までにＣｏｎＡ投与後早期に種々のサイトカインや

ケモカインが血中に増加し，肝障害の増悪因子とし

て働くことを報告してきた4,5)。今回nonsteroidal

anti-inflammatorydrugs（NSAIDs）を用い，内因性

Ｉ方法

７週齢の雌性BALB/ｃマウスにＣｏｎＡ（'IypelV，

Sigma社）１５ｍｇ/kgBWを0.3ｍＬの生食に溶解し，

尾静脈から１回静注することにより肝障害モデル

を作製した。NSAIDsとしてindomethacin(Wako社）

5ｍｇ/kgBWを１％NaHCO3水溶液0.5ｍＬに溶解し，

ＣｏｎＡ投与３０分前に腹腔内投与した。ＣｏｎＡ投与

２，４，８，２４時間後の血中ALT値を酵素法で，血中
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